
うわけにはなかなかいかないところをご理解を

いただきたいと思います。 

○鈴木良雄議長 15番、藤原民夫議員。 

○１５番 藤原民夫議員 国保税については、昨

年、医療費分が引き上げられたと。そして、介

護分については、昨年に引き続きことしも引き

上げられるというふうなことになって、大変な

状況だということは先ほど来申し上げたんです

が、そこで、この視点を変えまして、今回の17

年度の長井市の予算を見て思ったんですが、今

回の予算について、普通建設事業が前年度から

比べて１億3,000万円ふえておるんですね。財

政の健全化ということで、この普通建設事業を

抑え込んできたと。それは、今までの膨大な建

設事業のツケが回ってきて、そのための財政健

全化ということで努力されたわけでありますが、

しかし、まだ健全化のあれが定着してないので

はないかというふうに財政状況を見ますと思う

んですが、果たして昨年の３億6,000万から今

回４億9,000万というふうな総額で建設事業費

が上がっているというふうなことでありますが、

しかし、これを抑制すると、これを抑制すると

いうことは、つまりこの建設事業というのは後

で後年度負担、管理費とかですね、いろいろな

後年度負担の伴うものでありますから、これを

やっぱり抑制しながら、そちらの方に回して市

民生活を少しでも一歩でも苦しみから解放する

というふうな努力が図られなかったものか、そ

の点を最後にお聞きをいたしたいと思います。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 建設事業等についても、この数

年間我慢をしていただいたということはご理解

をいただけると思います。その中でも、例えば

ダム事業等が今、最盛期に入っておりますから、

今の時期にやった方がいいと、そうするとやっ

ぱりある程度の国等の支援も期待できるという

ものについては少し前倒しをさせていただいた

と。それから、地域的なバランスも考えなけれ

ばいけないというところで、こういった予算に

なったところであります。決して、大盤振る舞

いしたわけでもありませんし、そういった意味

では極力配慮しながら、市民の皆さんのご要望

にもこたえろと、12月議会でも何人かの皆さん

からもありましたから、そういった皆さんの声

にも配慮しながら全体的なバランスを考えて予

算を組ませていただいたと思っております。ご

理解をいただきたいと思います。 

○鈴木良雄議長 15番、藤原民夫議員。 

○１５番 藤原民夫議員 私は、最後に社会保障

の先ほど来申し上げました連続的な切り捨て、

そして市民生活への際限のない痛みが押しつけ

られていると、こういうことに対して、いろい

ろな制約があるというふうな市長の先ほど来の

答弁でありますが、しかしまた、そういう制約

の中でも住民の納税者の立場に立った施策を行

っている首長さんが全国にはたくさんおられる

わけで、それなりの実績を上げておられると。

それは、やはり先ほど来申し上げました憲法25

条が掲げる生存権を保障すると、何よりもそこ

に住んでおる方々の命と暮らしを大切にすると、

それがこの社会保障制度というふうなことであ

ろうと思いますが、この制度を確立するかどう

かということが、今、首長に大きく問われてい

る課題ではないかということであります。 

 今も将来も安心できる介護保険制度、あるい

は安心して暮らせる税制というふうなことを、

ぜひ審議会の皆さんの意見もお聞きしながら、

ぜひそういったものの確立のためにもう少し知

恵も力も注いでほしいということを要望いたし

まして質問を終わるものであります。 

 ありがとうございました。 

 

 

   谷口栄子議員の質問 
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○鈴木良雄議長 次に、順位７番、議席番号４番、

谷口栄子議員。 

  （４番谷口栄子議員登壇） 

○４番 谷口栄子議員 ３月定例会に当たり、公

明党長井支部を代表して質問させていただきま

す。 

 初めに、公明党は1964年11月17日、初の大衆

政党として結成されました。結成大会が開催さ

れた東京両国の日大講堂には、日本の柱公明党、

大衆福祉の公明党とのスローガンが掲げられ、

結党時、既に参議院で15議席、地方議会で都議

会を含む1,204人の議員を擁する政党として出

発しました。その後、67年１月衆議院選で25人

が当選し、衆議院への初の進出を果たしました。 

 自民・社会両党の55年体制が崩れ始めたのは、

89年７月の参議院選で自民党が大きく過半数割

れをしたことがきっかけです。この選挙の結果、

参議院選においてキャスチングボード、政策の

決定権を握りました。 

 外交、防衛問題など重要法案の採決では、国

民にとってプラスかどうか、より活発な党内論

議を展開し、その端的な例が92年６月成立した

ＰＫＯ国連平和維持活動協力法の対応でした。

湾岸危機の教訓から、世界の中の日本、どう生

きるべきかとの課題に真っ正面から取り組み、

一国平和主義から世界平和主義に立っての責任

ある政策決断を行い、行動する平和主義の確立

に努力してきました。 

 政治の安定と改革の断行を目指し、自民党と

の連立政権が樹立されたのは99年10月です。こ

としで６年目となります。一昨年11月の衆議院

選、昨年７月の参議院選の勝利で連立与党の安

定した政権が続いています。公明党は、日本の

政治に責任を担う第３党へと発展しました。 

 昨年10月31日、結党40週年の党全国大会が東

京で開催され、再び神崎武法代表が党代表に就

任されました。幾多の風雪を乗り越えて時代と

ともに成長できたのは、40年間一貫して大衆と

ともに語り、大衆とともに戦い、大衆の中に死

んでいくとの立党精神を胸に庶民の願いを党の

願いとして行動しているからです。庶民の声を

政策に反映し、教科書の無償配布、児童手当制

度の創設、これまでの政治では顧みられなかっ

た福祉、社会保障制度を政治、行政の主要テー

マに押し上げてきました。 

 2003年の衆議院選で掲げたマニフェスト、政

策要綱は123項目で、これまで40項目を実現さ

せ、残りは推進中です。生活者の目線で政策を

前進させています。 

 それでは、質問に入ります。 

 １点目、施政方針から二つ質問させていただ

きます。 

 ２期８年を公約に財政再建を掲げ出発した目

黒市政、改革、前進、全員参加をモットーに進

められてきた行財政改革は、総負債額386億円

から348億円で、38億円、約10％が減となった

こと、平成16年度の公債費21億9,000万円が平

成17年度から15億6,000万に推移する予定とな

ったこと、人件費が29億6,000万円から24億

8,000万円で、４億8,000万円、約16％減となっ

ていること、大きな成果が示されてきたと評価

します。 

 新たに「協働・創造・未来の鼓動 実感“な

がい”」の基本構想にのっとりながら市民全員

参加での自立のまちづくりへの取り組みが大事

と思います。 

 観光も大きなまちづくりの目玉となると市長

は述べられております。昨年の３月、観光協会

に女性部会が発足し、はや１年となります。１

周年記念フォーラムを３月24日開催いたします。

桜回廊、つつじまつり、黒獅子まつり、あやめ

まつり、水まつり花火大会にかかわって感じた

ことや要望を昨年９月一般質問で取り上げ、私

も観光はもてなしの心でと提案してきました。

観光協会を商工会議所の中にとの話になってい

ますが、商工観光課を中心に観光協会、ほかの
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まちづくりＮＰＯグループが連携をとり、一つ

一つの祭り、イベントに協力し合える体制づく

りが大事ではないかと思います。 

 今後の観光行政についての市長のお考えを伺

います。 

 二つ目、地域発の美化推進運動、環境のまち

長井、協働のまち長井を築く力であると思いま

す。 

 アフリカの環境の母、ワンガリ・マータイ博

士が２月16日の地球温暖化防止に関する京都議

定書の発効に合わせて来日されました。ケニア

の環境副大臣を務めるマータイさんは、南アフ

リカの女性として初めてノーベル平和賞を受賞

されました。環境保護運動、グリーンベルト運

動を創設した緑の闘士です。これまでの30年間

で3,000万本の木を砂漠に植え続け、緑を守っ

てこられました。１人から10万人の女性の心に

活動の輪を広げた勇気の人です。環境映画「静

かなる革命」の中で、博士は「人間はさまざま

な問題を地球規模の大きな次元でとらえてしま

うと無気力を覚えてしまう。しかし、身近なと

ころから行動を起こしていくことで力を発揮し

ていくことができる」と語っておられます。 

 施政方針の中で紹介された四ツ谷地区のフラ

ワーロードの取り組みは、一人一人の自発の行

動で楽しみながら行っております。私も、主人

と二人で参加し、二つの花壇を管理しておりま

す。また、昨年は四ツ谷地区婦人部で公民館活

動として活性化事業でガーデニングに取り組み、

その知識をフラワーロードへと展開し、地区の

すんべぇ会の皆さんと協力して貝崎団地前の花

壇に花を植え、管理してきました。きれいな花

が咲き、四ツ谷地区を通る多くの方々からきれ

いだと声をかけていただきました。 

 市内では、ほかにも浦原地区、宮原地区でマ

リーゴールドや赤いサルビアの花を道路のわき

に植えておられます。川原沢地区、平野地区学

習プラザ通りなどでも毎年きれいな花を咲かせ、

花いっぱい運動に多くの方が黙々と取り組んで

おられます。花は、見る人に安らぎと大きな感

動を与えています。 

 そのほか、水まつりを中心に、最上川河川緑

地公園の花壇にはフラワー隊の皆さんが多くの

花を植栽され、水をかけて管理されております。

自分の住む地域から、できることから参加して

いくことで、きれいなまち、美しいまち、花の

長井、環境のまち長井が築けるのです。まち全

体が公園構想の取り組みにつながります。観光

客がいつ訪れても美しいまちづくりは、地域発

の美化推進運動から始まることで協働のまちづ

くりが進むと思います。 

 市長が会長で最上川流域観光交流推進協議会

が設置されております。新しい形態の体験観光、

リバーツーリズムが本年度のモデル事業に選定

されています。どのように取り組まれるのか市

長に伺います。 

 一つ目の観光行政については、昨日の一般質

問でほかの議員の皆さんの質問にお答えいただ

いております。つけ加えるところがありました

らお答えいただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 次に、２点目、子育て支援策の拡充について。 

 一つ目、学童保育の状況についてであります。 

 昨年11月、平野児童センターで、利用する人

数が多くなり平野小学校の空き教室を借りよう

かと心配されたことが耳に入りました。その後、

定員数に戻ったことで移動せずに済んだと聞い

ております。今度は、17年度４月に入学する長

井小学校の児童で中央児童センターを利用する

人数が定員を超えることで、その対応に苦慮し

ているとのことです。 

 ほかの市町村では、小学校の空き教室を学童

保育に利用しているところも出ています。どの

ような対応を考えておられるのか福祉事務所長

に伺います。 

 二つ目、2005年度の国の予算に子育て支援策
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として地域の特性や工夫を生かす交付金が創設

されました。子育て支援センターで取り組んで

いるつどいの広場にも、年々充実しております

が、若いお母さんが子供と一緒に集ってこられ

育児相談をされているのを見ます。安心して子

供を産み育てられる環境づくりの一環として育

児支援家庭訪問事業に取り組んでほしいと思い

ます。 

 この事業は17年度創設されたもので、米沢市

では増加する育児相談にこたえる方針でこの事

業を取り入れられております。この点について

福祉事務所長にお伺いいたします。 

 次に、３点目、学校の安全対策について。 

 一つ目、児童生徒の通学時の安全確保に対す

る取り組みについてお聞きいたします。 

 大阪府寝屋川市の小学校で起きた教職員殺傷

事件をきっかけに学校の安全対策が大きな問題

になっています。子供たちを守るために国レベ

ルでの対策について、党政務調査会の治安・学

校の安全対策プロジェクトチーム田端正広座長

衆議院議員が具体策の取りまとめを行っており

ます。 

 大阪府では、児童８人が殺害された大阪教育

大学附属池田小学校の事件、2001年６月を教訓

に各自治体が安全対策を積極的に推進しており

ます。全国の幼稚園、小中高校などを対象にし

た調査で、昨年３月現在、防犯カメラやセンサ

ーなど防犯監視システムを整備した学校の比率

が、大阪府で78.8％と47都道府県で最も多く、

ことしの事件を受け大阪府知事への申し入れで

公立小学校に警備員が配置されます。 

 二つ目の学校への不審者侵入防止についての

対応はどうでしょうか。 

 大阪府では、各小学校ごとに、警察官ＯＢの

助言を得て地域住民が通学路の警戒活動を行い、

子供の安全を見守っています。安全見守り隊を

組織する自治体が多く出ております。 

 また、三つ目に学校ボランティア見回り隊の

設置について。 

 福島県郡山市では、公用車やタクシーの協力

で1,400台に不審車警戒中のステッカーを張り

市内を巡回していると言われます。地域全体で

子供たちの安全について取り組む、通学路の安

全マップの作成、ＰＴＡや地域の関係機関、団

体との連携などで、より安全な対策がとられて

おります。長井市においての対応はどのように

なっているのか教育長に伺います。 

 最後に、乳がん検査の受診率向上についてお

尋ねいたします。 

 厚生労働省は、２月28日、乳がんの早期発見

に役立つ乳房Ｘ線撮影検査、マンモグラフィー

の2003年度の都道府県別の受診率を公表いたし

ました。乳がんは女性のがん罹患率の１位で、

年間約３万5,000人が発症、約１万人が死亡し

て増加傾向にあります。 

 受診対象を昨年４月から40歳以上に拡大され

ております。受診率で高いのは富山県で10.8％、

山形県では8.3％、受診率を60％から70％に上

げていかないと死亡率の減少効果は出ないとの

報告が出されております。マンモグラフィーの

使用と今後の対応について健康課長に伺います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。 

 ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 谷口議員のご質問にお答えをし

ながら、私の考えも述べさせていただきたいと

思っております。 

 まず、今後の観光行政についてでありますが、

長井市の観光事業が観光協会を中心に、また花

中心にやってきたということはご案内のとおり

であります。先人、先輩の皆さんがしっかりと

努力されたということには敬意を表したいと思

います。さらに、長井市は、これらのこれまで

の観光事業に、さらにフットパス事業とかまち

なか散策事業であるとか、いろいろな事業をプ

ラスをしていきたいと、そして地域の魅力をア
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ップしていきたいと、バージョンアップをして

いきたいというふうに私は思っております。 

 そのためには、やっぱり民間の皆さんが総結

集するということが私は今大切なのではないか

と。幸い、若い皆さんが非常に今、活発であり

ます。ＮＰＯセンターの皆さんは、秋祭りもや

るシンポジウムもやる、冬もやる、いろいろな

意味でまちづくりをして、みずからまさにボラ

ンティアで頑張っていただいております。 

 それから、観光協会の女性部の皆さん、これ

も非常に、新たにつくって活発に活動していた

だいております。こういう女性の皆さんの組織

も、私は長井は非常に分厚いのではないかとい

うふうに思います。若い皆さんの鍋将軍の連続

でとった商工会の青年部の皆さんであるとか、

私は勤労センターの若い利用者の皆さんである

とか、青年団体連絡協議会がしっかりと活動し

ておられる今を、さらに少し総結集できるよう

な体制づくりが必要なのではないかというふう

に私は思っているところであります。 

 そういった意味で、長井はもともと民間が非

常に分厚いところであります。商工会議所を中

心に老人会もありますし、いろいろな各種業界

団体の皆さんも活発に活動しておられる。観光

協会や商工会議所の皆さんはもとより、ＮＰＯ

法人等の皆さん、若い皆さん、女性の皆さん、

そういった皆さんが一緒に総結集をして、事業

の推進に当たっていただきたいと、行政はサポ

ート役に徹したいというのが私の観光行政に対

する思いであります。ご理解をいただきたいと

思います。 

 次に、地域からの美化運動が大切だというご

指摘であります。まさに、そのとおりだと思い

ます。地域の皆さんの盛り上がりによる環境美

化、これがやっぱり、いつおいでいただいた観

光客の皆さんにも満足をしていただける、ある

いは長井は美しい、きれいだなというふうに思

っていただける、そしておいでいただいた皆さ

んに具体的なおもてなしの心で案内をしながら、

いろいろとサービスもしていくということが大

切ではないかと思っております。 

 今、市内では、市内を花で飾ろうという花い

っぱいコンクールが来年度で21回目を迎えます。

その中から、近年、特に四ツ谷の運動なんかは、

通りがそれぞれ責任を持って一つ一つの木の下

が多彩に個性を持ってやっておられるわけであ

りますが、このコンクールへの参加団体はほぼ

34団体、市内全域に上っております。そして、

川原沢の皆さんであるとか、平野の皆さんであ

るとか、あるいは個人的にまちなかの皆さんな

んかも毎年花いっぱい運動への継続的な取り組

みをしていただいているということに、大変私

は長井市のレベルの高さを感じておるところで

あります。 

 さらに、多くの市民の皆さんが公園等で清掃

ボランティア活動等もやっていただいておりま

す。南北中学校の皆さん、スポーツ少年団の皆

さんなども積極的にやっていただいているとい

うふうに思います。したがって、今後とも市内

全域で四季折々の花が咲き誇る風景を、これま

で以上にバージョンアップするために、民間の

皆さんにぜひお呼びかけをしてご協力をいただ

いて、長井をさらに花で飾るきれいなまち、美

しいまちにしていきたいと思っておりますので、

ご理解をいただきご協力をいただきたいと思っ

ているところであります。 

 子育て支援については福祉事務所長、それか

ら学校の安全対策については教育長、乳がん検

査については健康課長へのお尋ねでありますの

で、以下はそれぞれに答弁をしていただきたい

と思っております。 

 以上です。 

○鈴木良雄議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 谷口議員のご質問にお答えを

したいと思います。 

 寝屋川市立中央小学校の事件というのは、何
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か学校現場の限界を感じるような事件だったな

というふうに私はとらえているところです。谷

口議員の方からは３点大きく質問がありますの

で、それについてお答えをしたいというふうに

思います。 

 まず、児童生徒の通学時の安全確保に対する

取り組みについてですけれども、市内の各小中

学校の実態をお知らせをしたいというふうに思

います。 

 現在、各小中学校では、ＰＴＡを中心に教職

員とともに定期的に登校時にあいさつ運動を兼

ねて立哨指導をしているというのが一般的で、

下校時は、小学校の方は下校時間がばらばらで

特別なことはやっていない状況ですが、中学校

の方では自転車の乗り方指導とか、ライトの点

灯点検等を兼ねてＰＴＡ、教職員、または学校

によっては協議会等の力をかりて月１回程度行

っています。子供110番も現在285カ所設置され

ています。各学校ごと児童、保護者への周知徹

底を諮っているところですし、１月１日付の市

の市報にも掲載して市民にも周知を図りました。 

 全国的には、子供の通学時間に合わせて犬の

散歩をしたり、または自宅前の道路の清掃をす

るという取り組みも行われているようですけれ

ども、地域の子供は地域で守るという機運を盛

り上げることはとても大事なことですので、各

学校ごとＰＴＡを中心に地域にお願いすること

も検討をしてもらいたいなというふうに思って

いるところですし、昨年、西置賜地区のＰＴＡ

の連合会の総会の席でもそういうお話をしてき

たところでした。 

 学校のボランティア見回り隊の設置について

ですが、きのう町田議員からもありましたけれ

ども、基本的には横の連絡を密にした組織づく

りは極めて大切であるというふうに認識をして

います。長井市内の小学校で、特に長井小学校

ですね、ＰＴＡと連携して安全パトロールボラ

ンティアを募集して、きょうから、３月９日か

ら３月18日まで下校時にパトロールを実施する

計画を立てています。28名のボランティアが集

まったということを聞いていますし、長井警察

署の生活安全課の署員、教職員とともに子供の

安全を見守っていきたいということでした。来

年度のＰＴＡ総会時に正式に発足させて活動す

る計画だそうです。長井小学校の今年度の実践

に学びながら、他の小学校にもＰＴＡの会議と

か校長会を通して、そういう組織づくり、これ

を働きかけていきたいというふうに考えていま

す。 

 また、きのう市長の答弁にもありましたけれ

ども、長井市地域安全推進条例に基づいて、市

内には清水町、中道、四ツ谷、新町、平野の五

つに安全推進連絡協議会が設置されていますの

で、市民課と相談しながら小学校のＰＴＡと連

携した活動ができないか検討をしていきたいと

思います。 

 過日、長井警察署の署長さんとお話しした折

に、小学生の下校時間帯に合わせた通学路のパ

トロールや不審者対応のための校舎周辺のパト

ロールを強化したいというお話でしたので、ぜ

ひお願いしたいということでお願いをしてきて

いるところです。あと、市民の方で、これも警

察の話だったんですけれども、車にステッカー

を張って巡回をしてくださっている方もおると

いうことも聞いているところです。 

 ３番目の学校への不審者侵入防止について、

これも現在、各学校の取り組みについて５点ほ

どお話をしたいというふうに思います。 

 一つは、校門に不用者の立ち入りを禁止する

看板を各学校設置しています。これは、挙動不

審者に警察が対応しやすいということで、警察

の指導もあって平成14年度から設置しています。 

 ２点目ですが、各学校に平成15年度、長井工

業より、さすまたを１本から２本いただいて備

えています。生活安全課の協力を得ながら、さ

すまたを使った不審者の対応訓練を行っている
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状況です。 

 ３点目ですが、さっきあった池田小の事件の

ときに、平成13年度に各小学校１階教室に携帯

用の防犯ベルを常備しています。ただ、緊急の

場合は非常ベルを使用してもいいというふうに

許可をしているところですし、消火器の使用も

考えている学校もあります。学校によっては、

教職員一人一人がホイッスルを所持しています。 

 ４点目ですが、登下校時間を除いては職員玄

関だけあけておくように気をつけているという

状況です。ただ、体育でグラウンドに出る場合、

どうしても生徒玄関をあけざるを得ないと、そ

のまま生徒玄関があけっ放しになるということ

もありますし、夏分についてはやっぱり暑くて

戸を閉めておけませんので、非常口とか生徒玄

関とか体育館の部分とかは、あけっ放しになる

ということはありますので、常時職員玄関だけ

という実態にはありません。 

 ５点目ですが、来校者には教職員は声をかけ

るようにしていると。保護者の方には、来校し

た場合には職員室か事務室に声をかけるように

通知しているというのが一般的に学校でとって

いる対策になります。 

 防犯カメラの設置についてですけれども、ご

存じのように市内の小学校は、長井小学校、伊

佐沢小学校を除いて職員室、事務室が２階にあ

りますので、来校者が確認できにくい状況にな

っているので、そういう意味では防犯カメラの

設置は有効かと思いますが、常時モニターで監

視している人がいない、そういう人的配置にな

っていない、また、入る気なら、先ほども申し

上げましたように、どこからでも入れるような

状況ですので、防犯カメラの設置については、

その機能が十分に生かされるかどうかというの

を慎重に検討していかなければならないなとい

うふうに考えているところです。 

 各学校からも意見を聞いたんですけれども、

先ほど申し上げましたように、やっぱり常時テ

レビを監視できる人がいないとか、職員玄関に

限らずどこからでも入れる状況ということで、

防犯カメラの設置については疑問視する声の方

が多かったなというふうに感じています。ただ、

本当に今こういう世の中ですので、不審者対応

については万全を期していきたいというふうに

考えているところです。 

 以上です。 

○鈴木良雄議長 宇津木正紀福祉事務所長。 

○宇津木正紀福祉事務所長 私の方から、学童ク

ラブの状況についてと育児支援家庭訪問事業に

ついての２点についてお答え申し上げます。 

 谷口議員ご指摘のとおり、平成17年度の中央

学童クラブについて、募集人員50名に対して１

年生が28名、２年生が18名、３年生が18名とい

うことで、きょう現在で64人の学童の申し込み

があります。特に、１年生28名ということで予

想よりもずっと多い状況で、今の中央児童セン

ターでの学童保育はかなり難しいという状況が

出ております。 

 市長が、きのう町田議員の質問に対しまして

お答えしましたとおりに、学童保育については

しっかりできるようにしていきたいという答弁

のとおりでありまして、福祉事務所では、この

64名の方全員をお引き受けできるような体制に

もっていきたいというふうに考えているところ

です。 

 それで、まず、検討した点については、平成

12年11月21日から平成13年の２月３日まで、長

井小学校で学童クラブをということで校舎を借

りた経過があります。これは、中央児童センタ

ーが増築のために必要だった措置でありまして、

この期間小学校からお借りしたということで、

再びお借りできないかということで、教育委員

会と長井小学校の方に福祉事務所の方で問い合

わせしてお願いしたところ、両者とも前向きに

ご検討いただいたところですが、現在全く使っ

ていない教室がないということと、それから学
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童とほかの子供とのスペースについては、境が

はっきりすることができなくて管理が大変であ

ると。また、下校時間がばらばらでほかの子供

との区別がつけにくいということ。さらに、子

供たちの影響を考慮すれば、同じ学校内で学童

とそれ以外の学童との対応の差が生じまして、

教育上余りよくないのではないかというふうな

ことで、これからまた別な視点で、できるよう

な方向で教育委員会でも皆さんに考えていただ

きたいというようなご回答を得たところでござ

います。 

 特に、今回は年間を通じてということで前回

と違ったような状況でございますので、長井小

学校の借用は現時点では難しいのかなというふ

うに考えておるところでございます。ほかのと

ころを何とか、子供たちにとってよい環境であ

って、経費的にできるだけ安く済むようなとこ

ろを今検討中でございます。 

 それから、先ほどご質問あったほかの市町村

でしているところはないかというご質問でござ

いましたが、13市の中では酒田市が数カ所と寒

河江市の方で１カ所実施しているところがござ

います。そういうふうな調査をしたところでご

ざいます。 

 それから、２番目の育児支援家庭訪問事業で

ございますが、この事業につきましては、平成

16年度に補助事業としてありまして、17年度か

らはソフト交付金という名称に変わりまして内

容も若干模様がえ、少しの模様がえでございま

すが、実施される予定の事業でございます。長

井市については、ニーズがまだ少ないのではな

いかということと、保健師、保育士等の人材確

保それから予算確保が難しいということから、

17年度の事業実施については見送っておるとこ

ろでございます。 

 しかしながら、家庭でのお子さんの支援とい

うことで、17年度につきましては子育て支援セ

ンターの充実を図る予定でございます。本年度

については、専用のスペースを確保しながら、

人員体制もさらにしっかりしたものにしていく

予定でございます。 

 それから、健康課の方で実施しております第

一子出産時に保健師が家庭訪問しまして育児指

導それから相談している事業もございますが、

さらに健康課の方でもこれをもっと充実させて

いきたいというような考えを持っているようで

ございます。 

 それらの二つの事業をうまく連携させまして、

ご家庭の方から要望があれば、この事業がなく

ても、いつでも訪問できるような体制をとって

まいりたいと思いますが、家庭に行くというこ

とは非常にデリケートな問題がございますとい

うことで、育児に対しての自信をなくすような

ことにならないように、十分細心の配慮をしな

がらご家庭の方に入らせていただきたいなとい

うふうに考えているところでございます。 

 以上、２点についてお答え申し上げました。 

○鈴木良雄議長 船山祐子健康課長。 

○船山祐子健康課長 では、お答えいたします。 

 乳がん検診の受診率でございますが、平成15

年度の県の調査によりますと、県平均は31.6％

で、長井市は45％ということで、13市の中では

トップでございました。乳がん検診の受診者数

の推移につきましては、平成14年度1,641人、

15年度1,618人、16年度1,733人でございました。 

 マンモグラフィーの検診ですけれども、平成

12年度から長井市では人間ドックの中で受診者

に対して行っております。15年度からは40歳以

上の希望者に、全額実費ではございますが、南

陽検診センターで試験的にということで実施し

ている状況です。17年度からは、より精度な検

診体制ということで、視触診の単独検診は廃止

します。それで、40歳以上の方につきましては、

すべて視触診とマンモグラフィーの検査という

ことで実施したいと思っております。料金につ

きましては、検診料金の６割程度を助成いたし
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まして、受診者の負担軽減を図ってまいりたい

と思っております。 

 また、マンモグラフィーの検査につきまして

は、視触診では見つけることのできない本当に

初期の段階の発見になりますので、被爆リスク

とか費用対効果等を考えた場合は２年に１回の

検診期間でも十分適切だというふうな国の見解

も出ておりますので、長井市は２年に１回の受

診ということにさせていただきたいというふう

なことで思っております。ですので、最低２年

に１回は、40歳以上の女性の方はマンモグラフ

ィーを受けるんだというような市民への啓蒙、

市報等の特別欄に設けて掲載したりとか、あと

は未受診者への受診勧奨、さらには女性団体等

への呼びかけによりまして皆さんに受けていた

だくということで受診率の向上に向けて取り組

んでまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○鈴木良雄議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 ありがとうございます。 

 市長の先ほど答弁いただきましたけれども、

長井市の観光協会女性部会の１周年記念フォー

ラムを３月24日行う予定になっております。こ

の記念には、記念講演を行いまして、講師には

佐藤真弓氏、元山寺芭蕉記念館の事務局長をな

さっている方なんです。演題は、「蔵開け 大

作戦」。さらに、公開討論会を、コーディネー

ターに浅香憲一氏、パネラーに阿部則秋氏。浅

香氏は、美しい山形・最上川フォーラム運営委

員、最上川文化部会長をなさっている方です。

阿部則秋氏は、山寺風雅の国専務取締役。さら

に、伊東秀幸氏、蔵王温泉の観光協会の会長を

お招きしております。これに、女性部会部会長

であります佐藤俊子氏、観光協会女性部部会長、

さらに高齢社会をよくする山形の会の代表も務

めております。皆さんでパネルディスカッショ

ンをしていただきながら、残された財産をみん

なで生かそうというテーマで新しい長井の観光

に市外の方の意見をいただきまして観光事業に

光が当てられるものと期待しておりますけれど

も、これには商工観光課長、市長を初めご案内

がなされると思いますが、本会議の日程という

ことで、どなたかご出席いただくようにという

ことになっております。 

 その点につきまして。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ぜひ、ご案内をいただけば、ぜ

ひ出席したいと思いますが、９時から議運で10

時から議会の最終日でありますので、３月24日、

それが優先されると。それで、途中からでも、

あるいは日程さえ合えば、ぜひ出席をさせてい

ただきたいと思います。 

○鈴木良雄議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 ご出席される浅香氏は、

美しい山形・最上川フォーラムの運営委員をな

さっていらっしゃるということで、市長がこの

たびリバーツーリズムの最上川流域観光交流推

進協議会の会長を務められるわけですけれども、

山形では大変有名な方ですけれども、ぜひ長井

の観光に対するご意見を、後ででもよろしいで

すので、伺っていただきたいというふうに思い

ます。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 もちろん、今も申し上げました

ように、日程が許せば出席したいと思いますが、

なおひとつ、谷口議員、もし時間がとれますれ

ば市長室にもおいでいただいて、30分ぐらい意

見交換をしたいものだというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○鈴木良雄議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 ありがとうございます。 

 寝屋川市の殺傷事件を受けて、全国的に子供

を危険から守ろう、学校安全対策が強化されて

いるわけです。公明党におきましても、きのう

学校の安全対策プロジェクトチーム、先ほども

話ししましたけれども、田端正広座長を中心と
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して小泉首相の方に申し入れに行っていただい

ております。首相先頭に、内閣に対策本部を設

置していただく、安全指導員の配置を早急にし

ていただく、学校と警察間の緊急通報システム

の整備をお願いする、また、登下校時に重点パ

トロールのできるような体制をとっていただく

ということで、安心できる子供の安全対策に行

っているところです。 

 長井市でも、さらに自主的な防犯活動を支援

するためにということで、先ほど教育長からも

ありましたが、安全推進委員会、長井市で設置

されている安全推進委員会、横の連携をとって

警察と一緒に動いていただく。それには、やは

り何か安全推進委員会の方たちだというように

わかるようなもの、ステッカーを張るとか腕章

をするとか、みんなにもわかるような対応をし

ていただきたいと思います。 

 市長にお願いいたします。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 予算編成のときにも市民課から

いろいろな要望がありました。腕章であるとか

ステッカーであるとか、あるいはジャンバーで

あるとか、そういうことについてもご要望があ

りました。それから、具体的な事業等について、

例えば防犯の日、地域の防犯、９月１日なら９

月１日にやるというときに、そういうときに若

干の援助ができないかというようなところがあ

りましたから、具体的な計画をお聞きして対応

してまいりたいと、できるだけ対応してまいり

たいというふうに思います。 

○鈴木良雄議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 先ほど子育て支援策の拡

充について福祉事務所長から答弁いただきまし

た。 

 ことしの４月からは、はなぞの保育園が社会

福祉協議会の方に移管になります。それは、い

ろいろな子育て支援を今まで以上に充実させる

ためだというふうにも聞いております。今、育

児支援家庭訪問事業が、人の配置というか、な

かなかとれないということで、ことしは見送り

になりました。ほかにも、子育て支援としては

一時保育とか病後時の保育とか、いろいろとほ

かの自治体は対応しております。ぜひ、長井市

もおくれないように、いろいろなメニューが来

ておりますので、また、県の予算も国の予算も

いただける事業がたくさんありますので、ぜひ

検討して取り組んでいただきたいというふうに

思いますので、市長に答弁いただきます。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご指摘の育児支援家庭訪問事業

とほぼオーバーラップしているのが、今の子育

て支援センターでさらに充実をしたいと。第一

子出産児に対して保健師が家庭訪問し指導して

いるというのが健康課にあるんです。これ、ち

ょっと重なる面もありますので、まずこの事業

でやっていきたいというふうに思います。 

 なお、今後その二つの事業が、どこがどう違

って、どういう補助が受けられるのか等もよく

お聞きをしながら、米沢市等もおやりになって

いると言っていますが、なかなか具体策につい

ていろいろと模索している段階だということも

お聞きしておりますので、先進自治体等とも連

絡をとりながら18年度以降に検討してまいりた

いと思います。 

○鈴木良雄議長 ４番、谷口栄子議員。 

○４番 谷口栄子議員 以上で終わります。あり

がとうございました。 

○鈴木良雄議長 ここで、昼食のため暫時休憩い

たします。 

 再開は午後１時といたします。 

 

    午前１１時５２分 休憩 

    午後 １時００分 再開 

 

○鈴木良雄議長 午前に引き続き、休憩前に復し、

午前に引き続き会議を再開いたします。 
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